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～少しずつ常に変革～

全
９
事
例
で
導
く

変
革
へ
の
道
筋
。

《
な
ぜ
取
り
組
ん
だ
の
か
》

《
な
に
が
成
果
に
結
び
つ
い
た
の
か
》

事
例
企
業
の
背
景
か
ら
読
み
解
く

変
革
へ
の
第
一
歩
。

へのご招待

1920034012000

【　　　　　　　　　　】は、

”イーエムイーコンサルタンツ株式会社 ” と
”株式会社ディー・エム・ピー ” と
”株式会社バリューシンク ” が、
３社の強み ( 専門領域 ) を活かして、

「100 年継続する企業のDNA創り」を

支援するために創られた合同会社です。

100年以上継続する企業創り。
それは、経営者であれば、誰でも目指したい
「理想とする企業」を創ることです。
激しい経営環境の変化に適応して、
｢変革を続ける100年企業｣。
そこには、「企業の変革を推進するDNA」が
醸成されているのです。
「　　　　　　　　　　 」では、
企業の特性に応じた
「100年企業としてのDNA創り」を支援しています。
私たちと一緒に、
「100年企業を創造するDNA創り」に
取り組みましょう。
あなたが、これからの
「100年企業の基盤」を築くのです。

〜
少
し
ず
つ
常
に
変
革
〜

小
野 

知
己
・
日
髙  

安
則
・
林 

浩
史
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ま
え
が
き

１
０
０
年
企
業
創
り
合
同
会
社
は
、「
イ
ー
エ
ム
イ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
」
と
「
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ム
・

ピ
ー
」
と
「
株
式
会
社
バ
リ
ュ
ー
シ
ン
ク
」
が
、
調
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
ら
に
は
支
援
体
験
を
通
じ
て
、
１
０
０
年
企

業
の
要
素
を
分
析
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
３
社
の
強
み
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
１
０
０
年
継
続
す
る
企
業
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
創
り
」
を
支
援
す
る
た
め
に
創
ら
れ
た
。
本
書
で
は
、
我
々
が
支
援
を
し
て
き
た
企
業
の
中
か
ら
、
１
０
０
年
企
業

と
な
る
た
め
の
変
革
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
９
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

そ
も
そ
も
、
１
０
０
年
以
上
継
続
し
て
い
る
長
寿
企
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
企
業
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
、
１
０
０
年
企
業
と
な
る
必
要
条
件
は
、
変
化
に
対
し
て
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
企
業
で
あ
り
、
一
方
、

十
分
条
件
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
二
律
背
反
性
を
超
越
し
た
企
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
我
々
が
、
経
営
革
新
を
支
援
す
る
場
で
お
会
い
す
る
経
営
者
に
は
、
①
厳
し
い
外
部
環
境
に
適
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
や
組
織
を
変
革
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
理
解
し
な
が
ら
も
、「
ど
こ
か
ら
」「
ど
の
よ

う
に
」
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
変
革
に
躊
躇
し
て
い
る
方
、
さ
ら
に
は
、
②
新
し
い
取
り
組
み
を
始

め
た
も
の
の
、
な
か
な
か
成
果
に
結
び
つ
か
ず
、
変
革
へ
の
道
に
迷
っ
て
い
る
方
が
多
い
。

本
書
、「
１
０
０
年
企
業
創
り
～
少
し
ず
つ
常
に
変
革
～
」
で
は
、こ
の
よ
う
な
経
営
者
の
方
を
想
定
し
て
、「
変

革
へ
の
第
一
歩
」
を
踏
み
出
す
「
気
づ
き
」
に
つ
な
が
る
「
変
革
に
向
け
た
着
眼
点
」
を
抽
出
、『
大
き
な
変
化

よ
り
も
、
小
さ
な
変
化
を
継
続
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
』『
具
体
的
な
次
の
一
歩
に
つ
な
が
る
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
』
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
て
い
る
。
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まえがき

（
注
）
本
書
で
は
、
１
０
０
年
以
上
継
続
し
て
い
る
長
寿
企
業
を
１
０
０
年
企
業
と
呼
ぶ
。

（
１
）
本
書
の
特
徴

本
書
の
目
的
は
、
１
０
０
年
企
業
を
研
究
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
よ
う

な
企
業
の
事
例
で
は
な
く
、
１
０
０
年
企
業
の
在
り
よ
う
を
目
標
と
し
て
、
１
０
０
年
企
業
を
目
指
し
、「
変

革
へ
の
第
一
歩
」
を
踏
み
出
す
た
め
に
奮
闘
し
た
企
業
の
「
気
づ
き
」
の
軌
跡
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

本
書
の
着
眼
点
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

◎
リ
ー
ダ
ー
の
在
り
よ
う
（
第
二
章
）

◎
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
ス
タ
イ
ル
と
成
熟
度
（
第
三
章
）

◎
は
ず
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
（
判
断
基
準
）
の
浸
透
（
第
四
章
）

◎
結
果
オ
ー
ラ
イ
か
ら
の
脱
却
（
第
五
章
）

◎
顧
客
か
ら
選
ば
れ
る
経
営
（
第
六
章
）

◎
我
が
社
の
得
意
技
を
磨
く
（
第
七
章
）

◎
マ
ン
ネ
リ
か
ら
の
脱
却
（
第
八
章
）

◎
仕
事
を
通
じ
た
人
育
て
（
第
九
章
）

◎
活
気
あ
ふ
れ
る
職
場
風
土
（
第
十
章
）

い
ず
れ
も
我
々
、
執
筆
者
の
経
験
か
ら
経
営
者
が
変
革
に
向
け
て
、
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
つ
も
り
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で
あ
る
。
さ
ら
に
、文
章
の
構
成
は
我
々
の
意
図
に
基
づ
い
て
、読
者
が
事
例
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

ま
た
、
読
み
取
り
や
す
い
よ
う
に
、「
気
づ
き
と
変
化
の
中
身
」「
今
後
の
課
題
」「
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
内
容
」

と
い
う
統
一
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
本
書
の
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

① 

現
象
論
で
は
な
く
、
考
え
方
・
本
質
論
を
学
ぶ

事
例
が
中
心
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、「
何
を
し
て
き
た
か
」
と
い
っ
た
、
事
例
の
現
象
面
だ
け
を

学
ぶ
の
で
は
な
く
、「
何
を
し
て
き
た
か
」
の
背
景
に
あ
る
、
事
例
企
業
の
経
営
者
の
考
え
方
や
普
遍
的

な
本
質
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
従
っ
て
、
事
例
の
事
象
に
対
し
て
、「
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
し

た
の
か
」「
そ
の
よ
う
に
し
た
こ
と
が
、な
ぜ
変
革
に
結
び
つ
い
た
の
か
」
と
い
う
読
み
方
が
重
要
で
あ
る
。

② 

現
在
と
い
う
「
点
」
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、「
線
」
か
ら
学
ぶ

変
革
し
た
結
果
と
し
て
の
現
在
と
い
う
「
点
」
だ
け
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
過
去
か
ら
現
在
と
い
う
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まえがき

「
線
」、
あ
る
い
は
、
顧
客
や
社
員
と
の
関
係
性
と
い
う
「
線
」
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
現
在
の

状
態
は
、
過
去
の
活
動
の
結
果
で
あ
り
、
顧
客
や
社
員
と
の
関
係
性
が
あ
っ
て
、
成
り
立
っ
て
い
る
（
例

え
ば
、
今
、
取
引
の
あ
る
顧
客
は
、
過
去
に
新
規
開
拓
し
た
結
果
で
あ
る
）。
従
っ
て
、「
線
」
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
、
現
在
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

③ 

事
例
を
評
論
家
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
自
社
に
置
き
換
え
て
学
ぶ

事
例
の
事
象
を
、
事
例
企
業
特
有
の
事
象
で
あ
る
、
事
例
企
業
だ
か
ら
で
き
た
結
果
で
あ
る
、
と
い

う
評
論
家
的
、
傍
観
者
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
事
例
企
業
の
事
象
を
自
社
に
置
き
換
え
て
、『
自

分
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
た
か
』『
自
社
で
あ
れ
ば
ど
う
し
て
い
た
か
』
と
い
う
、
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
と
ら
え
て
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
注
）
本
書
に
お
い
て
は
、
企
業
名
の
敬
称
を
略
さ
せ
て
頂
く
。
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
90

（
１
）
幾
度
と
な
く
訪
れ
る
経
営
危
機　

90

（
２
）
ワ
ン
マ
ン
経
営
か
ら
の
脱
皮　

92

（
３
）
ビ
ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
様
々
な
目
標　

93

３ 

今
後
の
課
題 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
95

（
１
）
実
行
計
画
の
展
開　

95

（
２
）
実
行
計
画
の
浸
透　

96

４ 

事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
内
容 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
98

（
１
）
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
・
戦
略
目
標
の
実
行　

98

（
２
）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル　

100
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第
六
章 　

顧
客
か
ら
選
ば
れ
る
経
営
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
101

１ 
事
例
企
業
の
概
要
と
歴
史 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
103

■
顧
客
の
声
を
聞
き
、
自
社
の
魅
力
に
気
づ
い
た
表
彰
商
品
製
造
卸
売
業

２ 

気
づ
き
と
変
化
の
中
身 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
105

（
１
）
我
が
社
が
選
ば
れ
て
い
る
理
由
を
検
討
す
る　

105

（
２
）
選
ば
れ
て
い
る
理
由
と
選
ん
で
い
る
理
由　

106

（
３
）
納
期
短
縮
へ
の
取
り
組
み　

109

３ 

今
後
の
課
題 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
110

（
１
）
さ
ら
な
る
市
場
・
顧
客
と
の
対
話
能
力
の
強
化　

110

（
２
）
ア
ワ
ー
ド
（
表
彰
）
文
化
の
発
信
企
業
へ
の
挑
戦　

112

４ 

事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
内
容 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
113

（
１
） 「
顧
客
が
我
が
社
を
選
ん
で
い
る
理
由
」
を
聴
く　

113

（
２
）
我
が
社
の
魅
力
を
発
信
す
る　

114

（
３
）
顧
客
か
ら
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に　

115
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第
七
章 　

我
が
社
の
得
意
技
を
磨
く
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
117

１ 

事
例
企
業
の
概
要
と
歴
史 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
118

■
新
事
業
の
展
開
に
向
け
て
、
独
自
能
力
の
再
発
見
と
新
た
な
獲
得
に
取
り
組
む
金
属
部
品
製
造
業

２ 

気
づ
き
と
変
化
の
中
身 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
123

（
１
）
事
業
展
開
を
支
え
た
独
自
能
力
の
存
在　

123

（
２
）
新
た
な
独
自
能
力
獲
得
へ
の
取
り
組
み　

125

３ 

今
後
の
課
題 
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
127

（
１
）
独
自
能
力
の
分
析
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ　

127

（
２
）
新
し
い
独
自
能
力
の
構
築　

128

４ 

事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
内
容 
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
129

（
１
）
独
自
能
力
の
細
分
化
と
２
種
類
の
独
自
能
力　

129

（
２
）
独
自
能
力
の
変
革　

131
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第
八
章 　

マ
ン
ネ
リ
か
ら
の
脱
却
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
133

１ 
事
例
企
業
の
概
要 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
139

■
魅
力
発
信
レ
ポ
ー
ト
で
マ
ン
ネ
リ
か
ら
脱
却
し
た
特
殊
Ｏ
Ａ
機
器
専
門
販
売
業

２ 

気
づ
き
と
変
化
の
中
身 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
141

（
１
）
前
例
に
と
ら
わ
れ
た
仕
事　

141

（
２
）
前
例
に
と
ら
わ
れ
た
仕
事
（
マ
ン
ネ
リ
）
か
ら
の
脱
却　

142

３ 

今
後
の
課
題 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
144

（
１
）
新
し
い
仕
事
の
や
り
方
や
流
れ
（
フ
ロ
ー
）
の
確
立
・
定
着　

144

（
２
）
真
の
人
づ
く
り
へ
の
挑
戦　

145

４ 

事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
内
容 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
146

（
１
）
マ
ン
ネ
リ
は
企
業
の
大
病
で
あ
る　

146

（
２
）
主
体
性
の
発
揮
な
ど
人
間
の
徳
性
を
活
か
し
た
経
営　

147
 

第
九
章 　

仕
事
を
通
じ
た
人
育
て
――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
149
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１ 

事
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企
業
の
概
要 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
151

■
「
真
の
財
産
は
、
立
派
に
成
長
し
た
全
社
員
」
と
徹
底
し
た
人
材
育
成
を
し
て
い
る
製
造
業

２ 
気
づ
き
と
変
化
の
中
身 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
156

（
１
）
社
長
の
最
大
の
仕
事　

156

（
２
）
危
機
感
と
緊
張
感
の
醸
成
に
よ
る
厳
し
さ
と
優
し
さ　

158

３ 

今
後
の
課
題 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
159

（
１
）
創
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者
の
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159

（
２
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後
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者
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160
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例
か
ら
学
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べ
き
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160
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の
目
的
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者
の
理
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の
具
現
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160

（
２
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163
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１ 

事
例
企
業
の
概
要
と
歴
史 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
166
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■
新
た
な
判
断
基
準
を
創
造
し
、
自
由
に
も
の
が
言
え
る
よ
い
職
場
風
土
を
再
構
築
す
る
電
気
工
事
業

２ 
気
づ
き
と
変
化
の
中
身

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
170

（
１
）
経
営
理
念
を
基
に
し
た
判
断
基
準
に
統
一　

170

（
２
）
よ
い
職
場
風
土
を
取
り
戻
せ　

172

３ 

今
後
の
課
題 

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
174

（
１
）
新
し
い
判
断
基
準
を
創
造
す
る　

174

（
２
）
活
発
な
議
論
を
生
む
場
づ
く
り   　

175

４ 

事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
内
容

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
176

（
１
）
よ
い
習
慣
づ
く
り　

176

（
２
）
意
識
し
て
企
業
文
化
を
創
る　

178

あ
と
が
き　

180

本
書
は
『
月
刊
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
で
の
連
載
（
２
０
１
０
年
８
月
～
２
０
１
１
年
６
月
）
に
加
筆
訂
正
、
新
た
な
項
目

を
加
え
て
い
ま
す
。
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第二章　リーダーの在りよう

第
三
章　

 
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

発
揮
ス
タ
イ
ル
と
成
熟
度
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（出典：182頁参照）

リ
ー
ダ
ー
は
、
相
手
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や

相
手
の
成
熟
度
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

発
揮
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企

業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
れ
ば
、
企
業
の
成
熟
度
（
組

織
の
変
革
に
対
す
る
意
識
・
行
動
の
レ
ベ
ル
）
に

よ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
進
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
章
で
は
、
組
織
や
社
員
の
変
革
に
対
す
る

意
識
・
行
動
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
を
進
化
さ
せ
て
い
っ
た
、
企
業

の
リ
ー
ダ
ー
の
考
え
方
・
行
動
を
学
ぶ
。

※
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
「
目
的
・
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
対
人
影
響
力
」
を
い
う
。

（
注
）
リ
ー
ダ
ー
の
効
果
的
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
部
下
の
仕
事
に
対
す
る
成
熟
度
が
低
い
場
合
（
例
え
ば
、
新
入
社

員
の
場
合
）
、
リ
ー
ダ
ー
は
指
示
的
行
動
の
比
率
を
高
く
す
る
。
し
か
し
、
部
下
の
成
熟
度
が
高
ま
る
に
し

た
が
っ
て
、
協
労
的
行
動
（
一
緒
に
考
え
る
等
）
の
比
率
を
高
く
す
る
。
さ
ら
に
、
十
分
に
成
熟
度
が
高
い

部
下
に
対
し
て
は
、
方
針
の
み
を
示
し
、
指
示
的
行
動
も
協
労
的
行
動
も
小
さ
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。

リーダーの効果的スタイル

参加的

委任的 教示的

説得的
S３ S２

S４ S１

M１M２M３M４

（高）

（高）
（低）

協
労
的
行
動

リ
ー
ダ
ー
の
ス
タ
イ
ル

高
い

マ
チ
ュ
リ
テ
ィ

低
い

マ
チ
ュ
リ
テ
ィ

指示的行動
部
下
の

マ
チ
ュ
リ
テ
ィ

極めて
低い

非常に
高い 普通程度

☆マチュリティ（成熟度の構成要素）
①達成可能な、しかし、できる限り高い目標を
設定しようとする姿勢

②責任負担の意思と能力
③教育あるいは経験の程度
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第三章　リーダーシップの発揮スタイルと成熟度

１ 

事
例
企
業
の
概
要
と
歴
史

（
1
）
企
業
の
概
要

事
例
企
業

関
西
圏
に
あ
る
運
送
会
社
Ｂ
社

年
商

約
10
億
円

従
業
員
数

１
０
０
名

（
2
）
企
業
の
歴
史

① 

創
業
の
時
代

戦
後
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
成
長
す
る
中
で
、
社
長
の
父
親
（
以
下
、
先
代
と
い
う
）
が
、
新
聞
を
新

聞
社
か
ら
販
売
店
へ
配
送
す
る
新
聞
専
門
運
送
会
社
と
し
て
創
業
。
新
聞
配
送
は
、
販
売
店
へ
の
配
送

が
、
約
束
し
た
時
間
の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
15
分
以
内
と
い
う
、
時
間
に
厳
し
い
業
界
で
あ
る
。
し
か
し
、

先
代
の
誠
実
な
人
柄
と
時
間
厳
守
の
努
力
か
ら
、
新
聞
社
及
び
販
売
店
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
し
て
、

新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
成
長
と
と
も
に
、
着
実
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。



　52　

② 

阪
神
大
震
災

先
代
が
社
長
に
事
業
を
承
継
し
た
直
後
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
で
は
、
Ｂ
社
は
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
、
通
常
の
新
聞
配
送
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
時
、
新
聞
社
の
応
援
に
よ
っ
て
非
常
配

送
体
制
が
構
築
さ
れ
、
Ｂ
社
の
輸
送
機
能
が
正
常
化
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
Ｂ
社
の
配

送
エ
リ
ア
内
の
販
売
店
に
、
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
新
聞
の
配
送
が
継
続
さ
れ
た
。

社
長
は
、
そ
の
時
の
恩
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
新
聞
社
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
、
必
要
な
車
種
を

揃
え
、
24
時
間
対
応
を
実
施
し
て
き
た
。

③ 

新
聞
配
送
の
特
徴

先
ほ
ど
も
述
べ
た
が
、
新
聞
配
送
は
販
売
店
へ
の
配
送
が
約
束
し
た
時
間
の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
15
分

以
内
と
い
う
、
時
間
に
厳
し
い
業
界
で
あ
る
。
従
っ
て
、
道
路
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
運
転
手
と

配
車
担
当
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
運
転
手
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
他
業

種
（
例
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
業
界
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｂ
社
で
は
、

車
両
の
ト
ラ
ブ
ル
等
で
遅
配
の
可
能
性
が
で
て
き
た
と
き
、
す
ぐ
に
代
替
車
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

予
備
車
両
を
待
機
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
予
備
車
両
を
い
か
に
活
用
す
る
か
は
、
配
車
担
当
者
の
能

力
に
依
存
し
て
い
る
。
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第三章　リーダーシップの発揮スタイルと成熟度

ま
た
、
新
聞
配
送
で
は
、
朝
刊
と
夕
刊
の
配
送
時
に
業
務
が
集
中
す
る
と
と
も
に
、
号
外
の
配
送
に

も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
24
時
間
対
応
で
き
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｂ
社
に

お
い
て
は
、
運
転
手
だ
け
で
な
く
、
配
車
担
当
者
も
３
チ
ー
ム
に
よ
る
３
交
代
制
を
敷
い
て
い
る
。

２ 

気
づ
き
と
変
化
の
中
身

（
1
）
超
ワ
ン
マ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

① 

新
聞
社
の
要
望
に
対
応
す
る
た
め
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

社
長
は
、
配
達
時
間
の
厳
守
、
コ
ス
ト
削
減
、
誤
配
の
撲
滅
等
、
新
聞
社
の
要
望
に
積
極
的
に
応
え

よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
想
い
は
強
烈
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
と
な
っ

て
現
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
新
聞
社
の
要
望
に
応
え
よ
う
と
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
は
、
運
転
手
の
労
働
の
強
化
を
招
き
、
安
全
性
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
配
達
時
間
の
誤
差
を
縮
小
し
よ
う
と
す
る
と
、
遅
れ
そ
う
な
ル
ー
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
予
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備
車
両
の
出
動
頻
度
が
上
が
る
。
ま
た
、
コ
ス
ト
を
下
げ
よ
う
と
す
る
と
、
定
期
車
両
点
検
に
お
い
て
、

交
換
時
期
に
き
て
い
る
タ
イ
ヤ
等
で
も
、
延
長
利
用
を
課
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

② 
社
内
の
雰
囲
気
の
悪
化

一
方
、
運
転
手
も
労
働
が
強
化
さ
れ
、
安
全
性
が
犠
牲
に
さ
れ
る
環
境
の
中
で
、
自
分
の
乗
車
す
る

車
を
大
切
に
し
な
く
な
り
、
ま
た
、
車
両
の
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
定
期
車
両
点
検
す
ら
自
己
申

請
し
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
長
の
目
の
届
か
な
い
配
車
業
務
で
は
、
配
車
係
が
恣

意
的
に
配
車
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
仲
の
よ
い
運
転
手
に
は
、
比
較
的
楽
な
コ
ー

ス
を
、
仲
の
わ
る
い
運
転
手
に
は
、
困
難
な
仕
事
を
割
り
振
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
社
内
の
雰
囲
気

の
悪
さ
を
助
長
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

③ 

高
い
水
準
に
あ
る
事
故
件
数

こ
の
よ
う
な
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
た
状
態
の
中
で
、
製
品
事
故
（
遅
配
や
誤
配
）、
車

両
事
故
・
交
通
事
故
は
、
減
る
こ
と
な
く
、
社
長
の
想
い
と
は
裏
腹
に
、
毎
月
５
件
を
越
え
る
事
故
が

発
生
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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第三章　リーダーシップの発揮スタイルと成熟度

（
2
）
担
当
者
へ
の
権
限
委
譲

① 
配
車
変
革
か
ら
は
じ
め
る

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
あ
る
日
、
先
代
と
苦
楽
を
と
も
に
し
た
運
転
手
か
ら
、「
俺
た
ち
は
モ
ノ

じ
ゃ
な
い
。
新
聞
社
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
我
々
は
、
ど
う
な
っ
て
も
よ
い
の
か
。
ま
た
、
恣
意

的
に
配
車
を
し
て
い
る
配
車
係
を
放
置
し
て
よ
い
の
か
。」と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
社
長
の
シ
ョ
ッ

ク
は
、
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
新
聞
社
や
販
売
店
の
た
め
に
と
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
社
内
の

雰
囲
気
を
悪
く
し
て
い
た
こ
と
」さ
ら
に「
そ
の
こ
と
に
、自
分
が
全
く
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
」を
知
り
、

眠
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
。

そ
し
て
、
第
一
に
考
え
た
こ
と
は
、
運
転
手
を
公
平
に
扱
う
こ
と
。
ま
ず
、
恣
意
的
な
配
車
係
を
退

任
さ
せ
る
と
と
も
に
、
配
車
の
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
て
、
だ
れ
で
も
配
車
が
組
め
る
よ
う
に
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
配
車
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
は
、
若
手
の
運
転
手
を
複
数
名
抜
擢
し
て
、
チ
ー
ム
で
公
平
な

配
車
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
権
限
を
委
譲
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

② 

配
車
担
当
者
の
位
置
づ
け
の
変
更

さ
ら
に
、
配
車
担
当
者
を
「
運
転
手
へ
の
支
援
部
門
」
と
位
置
づ
け
、
ま
ず
は
、
安
全
運
転
・
事
故
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対
応
・
交
通
渋
滞
対
応
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
委
任
し
た
の
で
あ
る
（
今
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
社
長
が
作
成
し
て
い
た
）。
完
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
て
、
社
長
が
最
も
驚
い
た
。「
自

分
が
作
っ
た
も
の
よ
り
、
は
る
か
に
実
践
的
で
使
い
や
す
い
」。
社
長
が
、
社
員
（
含
む
運
転
手
）
の
能

力
を
信
頼
し
、
社
員
を
中
心
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
方
針
を
固
め
た
瞬
間
で
あ
る
。

③ 

定
期
車
両
点
検
の
位
置
づ
け
の
変
更

次
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
定
期
車
両
点
検
の
位
置
づ
け
を
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
は
、「
運

送
会
社
の
義
務
」
と
し
て
、
車
両
を
点
検
に
出
し
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、「
運
転
手
の
命
を
守
る
た

め
の
手
段
」
と
し
て
、
車
両
を
点
検
に
出
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
車
両
点
検
を
機
会
に
、

タ
イ
ヤ
や
車
両
部
品
を
優
先
的
に
交
換
す
る
、
安
全
な
車
両
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
運
転
技
術
講
習

を
行
う
な
ど
、
運
転
手
の
安
全
を
支
援
す
る
仕
組
み
に
転
換
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
車
両
管
理

の
担
当
者
も
運
転
手
か
ら
抜
擢
し
て
、（
運
転
手
の
安
全
・
安
心
感
の
代
弁
者
と
し
て
）
タ
イ
ヤ
や
車
両

部
品
の
交
換
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
14
ヶ
月
事
故
ゼ
ロ


